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富 山 湾 の シ ラ エ ビ と そ の 漁 業
土 井 捷 三 郎
富 山 湾 で は 、 他 海 域 で あ ま り 見 ら れ な い 、 特 殊 エ ピ 」 と 呼 ば れ る 「 エ ピ 」 が 数 多 く あ り 、 本 来 「 シ
な 漁 業 が 行 わ れ て い ま す 。 こ こ に 紹 介 す る シ ラ エ
ピ 漁 業 も そ の 一 つ で す 。 シ ラ エ ピ の 研 究 は 十 分 に
行 わ れ て お ら ず 、 今 後 の 研 究 に 待 っ と こ ろ も 大 き
い わ け で す が 、 今 日 ま で に 判 っ て い る こ と を 取 り
ま と め て お 知 ら せ し ま す 。 こ れ は 、 昭 和 60 年 9 月
29 日 冨 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー で 開 催 さ れ た シ ン ポ
ジ ウ ム で 発 表 し た も の で す 。
「 シ ラ エ ピ 」  と 「 シ ロ エ ピ 」
一 昨 年 の 新 聞 に 、 「 富 山 湾 に シ ロ エ ピ は い る が シ
ラ エ ピ は い な い 。 」 と い う 主 旨 の 読 者 慈 見 が 載 っ.. .  
て い ま し た 。 ま た さ か な や さ ん で も 「 シ ロ エ ピ 」
で 売 ら れ て お り ま す 。 し か し 、 「 シ ラ エ ピ 」 も 「 シ
ロ エ ピ 」 も 、 全 く 同 じ 「 エ ピ 」 で す 。
古 く か ら 「 シ ロ エ ピ 」 と 呼 ば れ て い る 「 シ ラ エ
ピ 」 は 、 富 山 県 独 特 の 名 前 で す 。 全 固 に は 「 シ ロ
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ロ エ ピ 」 と は 、 「 シ ラ エ ピ 」 を 表 す 全 国 的 な 名 称
で は あ り ま せ ん 。
富 山 湾 に 生 息 す る 「 シ ラ エ ピ 」 は 、 分 類 学 上 、
甲 殻 類 、 十 脚 目 、 遊 泳 亜 目 、 コ エ ピ 類 、 オ キ エ ピ
科 に 属 し 、 学 名 を Pas ipha e a   ja p o ni c a 、 和 名 を シ
ラ エ ピ と な っ て お り 、 俗 称 、 シ ロ エ ヒ 、 シ （ ヒ ） ラ
タ エ ピ 、 ペ ッ コ ウ （ ピ ッ コ ） エ ピ 、 で 表 現 さ れ て
い ま す 。
全 国 的 に 通 用 す る 「 シ ラ エ ピ 」 を 公 式 名 称 と し
て 用 い て お り ま す が 、 富 山 県 人 に は ま だ な じ ま な
い よ う で す 。
シ ラ エ ビ の 生 物 学
富 山 湾 産 シ ラ エ ピ の 大 き さ は 7-8cm ( 体 長 ）
で 、 メ ス は 5 . 5cm 頃 か ら 卵 を 産 む よ う に な り ま す 。
オ ス 、 メ ス の 区 別 は 図 ー 1 に 示 し た と お り 、 第
2 遊 泳 肢 （ 足 の 部 分 ） 内 側 に 葉 状 突 起 が あ る （ オ
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ス ） 、 な い （ メ ス ） 、 に よ っ て 決 ま り ま す （ 図 一
1. C) が 、 親 に な る と オ ス 、 メ ス で 足 の 太 さ が 変
化 し 、 太 い （ オ ス ） 、 細 い （ メ ス ） で 判 定 出 来 る
よ う に な り ま す （ 図 ー 1 .  B) 。 ま た メ ス の 親 は 、
卵 を 足 の 間 に 付 沼 さ せ て い る 場 合 が 多 い の で 、 こ
の こ と で も 区 別 出 来 ま す 。
生 れ た 卵 は 、 メ ス 親 の 足 の 間 に い だ か れ て 、 フ
化 ま で 過 ご し 、 フ 化 し た 時 に は 、 親 と 同 じ 形 で 詠
ぎ 出 し ま す 。 親 に 保 護 さ れ な が ら 育 つ こ と も あ っ
て、 一 尾 の 親 の 生 む 卵 の 数 は 、 ク ル マ エ ピ な ど 子
供 を 保 護 し な い エ ピ が 数 万 ～ 数 10 万 の 卵 を 生 む の
に 比 ぺ 、 30 コ 以 下 と 少 な い 数 で す 。 卵 を 生 む 時
期 は 、 7 月 ー 11 月 頃 で す が 、 7 、 8 月 及 ぴ 11 月 の
年 2 回 多 数 生 む 場 合 が 多 い よ う で す 。 一 尾 の メ ス
は、 一 生 に 2 回 卵 を 生 ん で 死 ん で い き ま す 。
卵 は I - 2  m の 大 き さ で 楕 円 形 を し て お り 、 油
球 が あ り ま す が 、 卵 を よ く 見 る と エ ピ の 形 又 は 、
目 玉 が 透 け て 見 え る こ と が あ り ま す 。
シ ラ エ ピ 漁 業
世 界 中 に シ ラ エ ビ の 仲 間 が 約 30 数 種 い る と い わ
れ て い ま す 。 日 本 で の シ ラ エ ピ の 仲 間 は 、 「 シ ラ
エ ピ 」 一 種 だ け で す 。 今 ま で 、 駿 河 湾 、 千 葉 児 沿
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岸 、 紀 伊 半 島 、 豊 後 水 道 な ど で 採 集 さ れ て い ま す
か ら 、 日 本 中 に 住 ん で い る と い え ま し ょ う が 、 漁
業 に よ っ て た く さ ん 漁 獲 し て い る と こ ろ は 、 図 一
2 に 示 し た と お り 、 庄 川 沖 、 神 通 ） ii沖 、 及 ぴ 常 願
寺 川 沖 の 3 ケ 所 で す 。
最 近 で は 、 駿 河 湾 の サ ク ラ エ ピ 漁 、 糸 魚 川 沖 の
底 曳 網 漁 、 さ ら に 早 月 ） ii沖 の 定 置 で 漁 獲 さ れ る こ
と も あ り ま す が 、 こ の 3 ケ 所 の 漁 獲 に は か な い ま
せ ん 。
い ず れ も 、 大 河 川 の 沖 合 海 谷 部 、 海 深 40-200
m の 範 囲 に 限 ら れ 、 海 谷 漁 業 と も い う ぺ き 特 殊 な
漁 業 で あ り ま す 。
新 湊 市 で は 、 昭 和 4 年 「 庄 川 河 口 の 沖 合 2 km の
お ぼ れ 谷 」 を 市 の 文 化 財 に 指 定 し 、 シ ラ エ ピ 漁 場
の 保 護 を 行 っ て い ま す 。 漁 業 は 、 江 戸 時 代 か ら 盛
ん に 行 わ れ て い た よ う で す が 、 い つ 頃 か ら と い う
こ と は 、 は っ き り 判 っ て お り ま せ ん 。 ス ケ ソ ウ ダ
ラ の 胃 中 に た く さ ん の シ ラ エ ピ が み ら れ た こ と か
ら 漁 業 が 始 ま っ た と い わ れ て い ま す 。 明 治 大 正 時
代 に は 、 60 隻 ぐ ら い の 船 が シ ラ エ ピ 漁 業 を 行 っ
て い た よ う で す が 、 現 在 で は 3 隻 が 行 っ て お り 、
4 月 か ら 1 月 ま で の 間 で 、 年 間 40 ト ン 程 度 を 漁
猥 し て い ま す 。
シ ラ エ ピ を 漁 獲 す る 網 は 、 底 曳 網 と い わ れ る 漁
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具 で す が 、 網 が 品 大 に 拡 が っ た と き の 大 き さ は 長
さ 200~300m 、 高 さ JOm に も な り ま す 。 漁 業 者
は 「 シ ラ エ ピ を 海 谷 の 中 で 多 数 漁 猥 す る た め に は 、
大 き く て 、 軽 く 、 広 範 囲 に 拡 が り 、 か つ す ば や く エ
ピ を 囲 い 込 み 、 す ば や く す く い あ げ る 必 要 が あ る 」
と い っ て お り 、 網 は 特 殊 な 仕 立 方 、 特 殊 な 構 造 を
し て い ま す 。 ま た ひ き 方 も 海 谷 壁 を か き あ げ る よ
う に ひ き ま す 。 そ の 概 略 固 を 図 ー 3 に 示 し ま し た 。
海 谷 の 壁 に は 凹 凸 が あ り 、 網 が ひ っ か か っ て は
困 り ま す か ら 、 網 の 下 辺 に は 、 細 い ロ ー プ を つ な
い で 、 ひ っ か か っ た 場 合 、 そ の 部 分 だ け が 切 れ る
様 に し て あ り ま す か ら 、 全 体 の 網 が バ ラ バ ラ に な
る こ と は あ り ま せ ん 。
絹 の 構 造 に つ い て は 、 新 淡 、 岩 瀬 、 水 橋 で 、 少
し ず つ 述 っ て い ま す し 、 各 々 の 船 に よ っ て 工 夫 が
あ る よ う で す 。 詳 し い こ と は 秘 中 の 秘 で 、 親 か ら
の 言 い 伝 え と な っ て い ま す 。
終  り  に
腐 山 洒 に は 、 ホ ッ コ ク ア カ エ ピ （ ア マ エ ピ ） 、
ク ル マ エ ピ な ど 他 の エ ピ も た く さ ん 漁 獲 さ れ て い
網 は 「 あ い が め 」 を か き
あ げ る よ う に し て ひ く
袋 網
水 面
... ‘  ／  孤 底 合
ま す が 、 こ れ ら が 一 生 、 海 底 を 歩 行 し な が ら 生 活
す る エ ビ で あ る の に 比 ぺ 、 シ ラ エ ピ は 、 サ ク ラ エ
ピ 、 ア キ ア ミ （ シ ラ フ ゲ ） と 同 じ く 、 年 中 泳 ぎ な
が ら 生 活 し て 一 生 を 終 り ま す 。
＇ ぷ 山 湾 の シ ラ エ ピ に 関 す る 学 柑 l的 研 究 は 、 大 正
4 年 に 始 ま り 、 昭 和 7 年 、 Pasiphaea sivado と
い う 学 名 が 付 き ま し た 。 し か し 、 昭 和 49 年 以 後 、
寂 山 i弯 の シ ラ エ ピ は 、 新 種 と し て 取 り 扱 わ れ る よ
う に な り 、 Pasiphae japonic と い う 新 し い 学
名 に な り ま し た 。
そ の 後 の 富 山 県 水 産 試 験 場 の 調 究 に よ り 、 今 ま
で 述 べ た よ う な こ と が 判 っ て き ま し た が 、 今 後 に
残 さ れ た 調 査 研 究 の 課 題 は 多 く 、 薄 紅 色 で 透 明 な
シ ラ エ ピ は 、 ま だ 神 秘 の ペ ー ル に 包 ま れ た ま ま と
い え ま し ょ う 。
（ ど い し ょ う ざ ぶ ろ う 富 山 県 水 産 試 験 場 ）
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